
大学院：教科領域コース科目「教材の開発と実践（歴史）」 
 

授業評価・授業研究報告 
 

社会科教育講座・井上昌善 
 
１．授業の基本情報  
 対象授業の「教材の開発と実践（歴史）」は、
大学院の教科領域コース科目に相当するもの
である。本授業は、学習指導要領や教科書に
明記されている内容や歴史学の研究成果を踏
まえて、教育内容を設定した上で、授業実践
をできる力を育成することを目的とする。こ
の目的を果たすために、授業では社会科授業
関する理論とそれに基づく実践について考察
を行ったうえで、地域連携実習で行った授業
開発・実践の報告を行い、授業改善のための
視点や方法について議論を行った。本授業の
登録学生数は 5 名で、全て教育学研究科教育
高度化専攻社会コース 1 回生だった。 
 
２．授業評価・授業研究の内容 
 授業評価を行うために①【知識・理解】、②
【技能】、③【思考・判断・表現】、④【興味・
関心・意欲】に関するアンケート調査を行っ
た。なお、各質問に対して、「１とてもそう思
う・２ある程度そう思う・３あまりそう思わ
ない・４授業の目標・内容がこの DP とは無
関係である」という四つの選択肢を設定し、
2021 年２月に調査を実施した。アンケート調
査結果（回答数５）は次の通りである。  
（１）知識・理解について 
【質問内容】歴史の授業開発のための教材研
究に関する確かな知識と、得意とする分野の
専門的知識を修得することができた。 
１とてもそう思う ２名 
２ある程度そう思う ３名 
３あまりそう思わない  ０名 
４授業の目標・内容がこの DP とは無関係で
ある ０名 

 
（２）技能について  
【質問内容】教材研究に取り組むための十分
な技能を身に付けることができた。 
１とてもそう思う ２名 
２ある程度そう思う ３名 
３あまりそう思わない  ０名 
４授業の目標・内容がこの DP とは無関係で
ある ０名 

 
（３）思考・判断・表現について 
【質問内容】歴史の授業開発のための教材研
究をすすめるうえで生じる課題について、専
門的な知見をもとに対応策を考え、その過程

や結果を適切に表現することができるように
なった。 
１とてもそう思う ３名 
２ある程度そう思う ２名 
３あまりそう思わない  ０名 
４授業の目標・内容がこの DP とは無関係で
ある 0 名 

 
（４）興味・関心・意欲について 
【質問内容】社会科教師としての使命感や責
任感を持ち、歴史の授業開発に関する課題を
明確にして理論と実践とを結び付けた主体的
な学習ができるようなった。 
１とてもそう思う ５名 
２ある程度そう思う ０名 
３あまりそう思わない  ０名 
４授業の目標・内容がこの DP とは無関係で
ある ０名 

 
（５）本授業の振り返り（自由記述） 
【質問内容】本授業について、歴史授業の「理
論と実践の往還」という視点から振り返り、
もっと学びたいと思うようになったことを含
めてあなたの考えを記入してください。  
【主な意見】 
〇歴史理論の文献について。文献調査の方法
等に関する知識が不足していると感じました。
教材研究の方法を見直す必要性を実感しまし
た。 
〇論文を読み、理論を学ぶ。その理論を用い
て教科書を読み進めていくことが必要だと考
える。 
〇もっと学ばないといけないことばかりです。
私には、国の歴史を責任もって教えられるほ
どの哲学が足りていないなと痛感しています。
もっと勉強します。  
 
３．「アンケート結果」に基づく授業改善につ
いて 
 本授業では、主に歴史教育に関する「理論
と実践の往還」を体現するための授業力の基
礎の育成を目指していた。アンケート結果に
基づく授業改善の方法としては、各授業後に
授業内で行った議論の成果をふまえ、授業改
善プランを開発し実践に基づく検証を行うと
いうサイクルの構築が有効であると考えられ
る。また、受講生の「本授業の振り返り」の
記述内容から授業研究の方法について具体的



に理解をできていない受講生が多くことがわ
かる。よって、教材研究を含めた授業研究の
基礎基本の理解を深めることを目指す授業を、
カリキュラムに位置付けることが必要である
と言える。 


